
平成28年度 ふるさとテレワーク推進事業 

糸島スタイル ～テレワーク×クラウドソーシングによる移住定住促進・拡大事業～ 
一般社団法人 日本テレワーク協会（福岡県糸島市） 

コンソーシアム 糸島コンソーシアム 

参加機関 糸島市、九州大学、西日本新聞、ランサーズ、日本テレワーク協会費 

モデル類型 類型Ａ:5人 類型Ｃ:54人 実施地域 福岡県糸島市 

事業概要 

昨年度の実証事業で開設した前原テレワークセンターにサテライトオフィスを増設し
ました。サテライトオフィスでクラウドソーシング事業の本社業務を行うと共に、糸
島市民に対してのクラウドソーシングを利用した都市部の仕事をテレワークで受注す
ることを促進します。また、新たに障がい者をテレワーカーとして育成する事業を行
います。 

①サテライトオフィス増設 
②サテライトオフィス勤務 

クラウドソーシング事業者のランサーズがサテライトオフィス
に勤務。クラウドソーシングの普及事業も実施 

③障がい者テレワーカーの育成 

交通難民として就業が困難な障がい者にテレ
ワーカーとしてのスキルを育成し、就業を支援 

④入退室管理システムの構築 

サテライトオフィス／テレワークセンターの運用を
軽減するためのＷｅｂシステム構築 

⑤協議会の開催 

サテライトオフィス増設と事業立上げのための協
議会を開催し、各社・団体のノウハウを結集 

⑥女性就業支援の拡大 
クラウドソーシングを活用した女性の就業を支援 

移住・定住促進 
・一億総活躍社会の実現 
・まち・ひと・しごと創生の実現 

糸島市 

・クラウドソーシング 
     システム運用 
・テレワーカーの育成 

・テレワークのノウハウ 

・地方創生 

糸島スタイル 
テレワーク×クラウドソーシング

による移住定住促進 



整備した拠点の概要 

整備完了後の取組内容の概要 

名称:前原テレワークセンター(愛称 「ママトコ」) 
住所:糸島市前原中央二丁目１３番１７号 
利用対象者: 
サテライトオフィス 都市部の企業が本社機能の一部を実施 
テレワークセンター 都市部の仕事をテレワークで受注する。 
収容人数:サテライトオフィス 5名    テレワークセンター 8名 
オフィス環境の整備:サテライトオフィスは企業のセキュリティポリシ 
ー等を実現するためにパーティションによる個人毎にスペースを区切り、什器等を整備しました。テレワークセンターには什
器等を整備しました。 
入退去管理システムの導入:サテライトオフィス及びテレワークセンターのテレワーカーのテレワークセンターの利用について、
テレワークセンターの管理者を常勤させることなく、入退去をシステムで管理することによりセキュリティと手軽な利用を両立
した。また、システムによりテレワークセンターを利用する際のテレワーク環境の情報等(Wi-FiのSSID、PW等)をセキュア
なシステムで共有しました。 

サテライトオフィス：都市部の企業がサテライトオフィスとして利用を開始予定 
テレワークセンター：糸島市テレワーク推進事業を糸島市が推進。初年度は子育て中の女性 
に新たな働き方テレワークスキル取得講座を４回開催しました。 
講座は大変好評で、今後のテレワークセンターの利用促進につながります。 
【講座内容】①「前傾姿勢でいいじゃない～専業主婦、起業、今女子大生」 
②「チームでオンライン・オフラインの仕事をするスキル」③「ライティング技術取 
得」④「クラウドソーシングとテレワークツールの使い方」 
糸島コンソーシアムが継続して運営。目標についても前倒しで実現予定 

平成28年度 ふるさとテレワーク推進事業 

糸島スタイル ～テレワーク×クラウドソーシングによる移住定住促進・拡大事業～ 
一般社団法人 日本テレワーク協会（福岡県糸島市） 

テレワークセンター サテライトオフィス 

セミナー参加者 糸島市長も応援 


